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1 学校の
まわりの様

よ う

子
す

4

　わたしたちの町には、いろいろな

たて物
もの

やしせつなどがあります。み

なさんの家や学校のまわりには、ど

んなものがありますか。

ぼくの家は線
せん

路
ろ

の近くにある
よ。電車がすき
なので、よく見
に行くよ。

このたて物
もの

で音楽
の演

えんそうかい

奏会をしてい
るよ。1回行った
ことがある。

つかむ
学校のまわりには、どんなと
ころがあり、どんな様

よう

子
す

なの
だろう。

1 わたしたちの町



5

学 習
問 題

学校のまわりはどのような様
よう

子
す

なの
だろう。

　わたしたちの町の様
よう

子
す

について、みんなで話し合ってみると、

まだ知らない場
ば

所
しょ

があることが分かりました。学校のまわりの様
よう

子
す

をくわしく調
しら

べてみましょう。

大昔
むかし

に人が住
す

んでい
たらしいよ。今は「し
たのや縄文の里」と
いう広

ひろ

場
ば

になってい
るんだ。

わたしの家の近く
には、畑

はたけ

があるわ。
おいしい野さいを
買うこともできる
よ。

わたしは図書館
かん

によ
く行くわ。学校の図
書室にない本がたく
さんあるよ。

学校のまわりや西東京市全
ぜん

体
たい

はどのような様
よう

子
す

なのだろうか。



キャベツ作りの一年

本
もとはし

橋さんから返
へん

事
じ

をもらったので、さっ

そく本
もとはし

橋さんの畑に行き、仕
し

事
ごと

の様
よう

子
す

を見

学させていただくことにしました。本
もとはし

橋農
のう

園
えん

は西
せい

武
ぶ

池
いけぶくろせんほう

袋線保谷
や

駅の北にあり、歩いて

５分くらいの所です。まわりはたくさんの

キャベツはどのよう
にして、作られてい
るのだろう。

しらべる

Q.「キャベツ作りについて、教えてください」
A.　キャベツ作りは、上の表のような仕

し

事
ごと

があります。5月
ごろからしゅうかくするもの（初

し ょ か

夏キャベツ）と、10
月ごろからしゅうかくするもの（秋

あきふゆ

冬キャベツ）と１
年に２回作っています。キャベツは、種

たね

を直せつまく
のではなく、種

たね

からなえになるまで別
べつ

の所で育てます。
丁度良

よ

い大きさになったら、植
う

えかえをします。約30
センチメートルぐらい間を空けて植

う

えていきます。

本
も と は し

橋さんへ
インタビュー

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

なえ作り 畑をおこす なえを植
う

える
キ
ャ
ベ
ツ
が
で
き
る
ま
で

50

初
しょ

　夏
か

キャベツ
なえ作り

しゅうかくしゅうかく

畑をおこす
なえを植える



キャベツを作るには、
いろいろな仕

し

事
ごと

が
あるんだね。

住
じゅう

たくに囲
かこ

まれています。

本
もと

橋
はし

さんは、家の近くに、いくつか

の畑やビニールハウスをもっています。

家族といっしょに、一年を通して、長ね

ぎやトマト、大根、キュウリなど、10しゅ

るいい上
じょう

の野
や

さいを作っています。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

ざっ草をぬく 害
がいちゅう

虫を取る しゅうかく

Q.「キャベツのほかに、作っているものはあ
りますか。」

A．うちでは、キャベツだけではなく、トマトや、キ
ュウリ、大根

こん

、長ねぎなども育てています。みな
さんにおいしい野

や

さいを食べてもらうために、
きせつに合ったものを作っていますよ。また、
学校のえいようしさんから「スーパーであつ
かっていないので、ねぎの青い部

ぶ

分がほしい」
などの注

ちゅう

文があるので、対
たい

おうしています。

51

秋　冬
キャベツ

しゅうかく

なえ作り 畑をおこす
なえを植える



1 火さいにそなえて

すごい火さいだ。
もし学校で火さいが起

お

きたら、
どうすればよいのだろう。

早く火を消
け

さないと、
もえ広がってしまいそうだわ。

火さいが起
お

こったときに
この車を見たわ。消

しょう

ぼう
しさんい外にも仕

し

事
ごと

をし
ている人がいるのかな。

あ ん ぜ ん

66

3 安全なくらし

おそろしい火さい



　下の写
しゃしん

真にあるような消
しょう

ぼう用せつび

が、学校のどこにあるのか調
しら

べて、学校

消
しょう

ぼうマップにまとめてみましょう。

火さいから学校を守
まも

る工
く

ふうにはどんなものがあ
るのだろう。

しらべる

▲きゅう助
じょ

用たんか

▲ひじょう階
かい

だん

▲消
しょう

火き ▲ねつ感
かん

知き

▲ひじょう口の表
ひょう

じ

トイレ 階
かい

だん
きゅう食室

◎

□

△
□

◎　　△
図 工 室

◇ ◇
階か
い

だ
ん

主
しゅ

事
じ

室
しつ

◇
☆　　　

◇ ◇
◇

トイレ 階
かい

だん

◎

□

△
□ 理 科 室

しょく員
いん

室

❖
階か
い

だ
ん

◇ ◇ ◇
◇

トイレ 階
かい

だん

◎

□

△
□ パソコン室

◇ ◇
階か
い

だ
ん

◇ ◇ ◇
◇

1階
か い

2階
か い

3階
か い

◎消
しょう

火き　△消
しょう

火せん　☆きゅう助
じょ

用たんか

□けむり感
かん

知き　◇ねつ感
かん

知き　　 ぼう火とびら　　◆ふく合火さい受
じゅ

しんき

学校の消
しょう

ぼうせつびについて調
しら

べよう

▲消
しょう

火せんと

火さいほう知き（受
じゅ

しんき）

▲ふく合火さい受
じゅ

しんき
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昔
むかし

の田無
なし

駅
えき

のまわり

（1947年（昭
しょうわ

和22年）撮
さつ

影
えい

・田
た

無
な し

小
しょう

学
が っ

校
こ う

蔵
ぞ う

）

よ う 　す

田無
なし 駅
えき

84

4 西東京市の様子のうつりかわり



今の田無
なし

駅
えき

のまわり

（2017年（平
へいせい

成29年）撮
さつ

影
えい

・田
た

無
な し

第
だ い

四
よ ん

中
ちゅう

学
が っ

校
こ う

蔵
ぞ う

）

田無
なし

駅
えき

85

まちや人々のくらしはどのようにかわり、これからどうなっていくのだ
ろう。



▲したのやムラの秋の一日（想
そう ぞ う ず

像図）� 作画：森生文乃

田 無

新
青
梅
街
道

所
沢
街
道

青 梅 街 道

保
谷
新
道

伏
見
通
り

五日市
街道

谷
戸
新
道

た　　　なし
せい ぶ しんじゅくせん

せい ぶ いけぶくろせん

お う め か い 　 ど う

ほう
や

しん　どう

ふ
し

み

ど
お

と
こ

ろ
ざ

わ
か

い
　

ど
う

い つ か い ち かい どう

し ん 　 お
う

め
か い 　 ど う

や

　と

し
ん

　どう

ひばりヶ丘

西武池袋線

西武新宿線

お
か

が

保 谷
ほう　　や

東 伏 見

ひがし ふし　 み

西武柳沢
せい ぶ やぎ さわ

東久留米市

武蔵野市

練 馬 区

埼 玉 県（新 座 市）

小金井市

ひ が し  く  る  め  し

さ い  た ま  け ん に い  ざ  し

ね り  ま  く

む  さ し  の  し

こ  が ね  い  し

小平市
こ  だ い ら  し

国
くに

史
し

跡
せき

下
し た の や い せ き

野谷遺跡ってどんなところ？

　西東京市には、今でも昔
むかし

のもの

が多
おお

く残
のこ

されています。その中に、

下
し た の や い せ き

野谷遺跡という、4000〜 5000年

も前の人々のくらしが残
のこ

っていると

ころがあります。この下
し た の や い せ き

野谷遺跡に

ついて調べてみましょう。

4000〜5000年も昔
むかし

に生きていた人は、
どんなものを着て、何を食べていたのかな。

下
し た の や い せ き

野谷遺跡ってどこにあるのかな。

昔の人はどんな家に住んでいたのかな。

下野谷遺跡

▲タブレットを通して、VR（バー
チャルリアリティ）画像で4000
〜 5000年前のしたのやムラの様
子を見ることができます。
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服装は…

©T&K／西東京市
「しーた」 「のーや」

©T&K／西東京市「じょう」 「もん」

▲クルミ

▲上：土でできたピアス
下：石でできたペンダント

鹿
しか

の角
つの

ででき
たペンダント

毛皮の服も着ていた。

服
ふく

を作るための
糸を作り、布

ぬの

を
編
あ

んでいた。

▲土
ど

器
き

（土で作った器
うつわ

）
　ものをにたり、水をはこんだりした。

下
し た の や

野谷遺
い せ き

跡についてくわしく知りたい人はホームページで調
しら

べましょう。
西東京市Webトップページ＞学ぶ・楽しむ＞歴史・文化＞下野谷遺跡（したのやいせき）
www.city.nishitokyo

▲クリ

▲たてあな住
じゅう

居
きょ

　地面をほってつくります。真ん中は火をたくところ

▲石
いし

皿
ざら

（クリやクルミを
粉
こな

にする道具）

写
しゃしん

真などの資
しりょう

料から、下
し た の や い せ き

野谷遺跡について調
しら

べてみましょう。

下
し た の や い せ き

野谷遺跡は、石
しゃく

神
じ

井
い

川
が わ

を

見おろす台
だい

地
ち

の上から低
てい

地
ち

にかけて広がります。

こ の あ た り は ト チ の 木、  

クルミ、クリの木もあり、

水や食べ物を手に入れやす

いところでした。

食べ物は…

どんなところにあるの

住んでいた家は…

②広場のまわりは何がありますか？
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非
ひ

核
か く

・平
へい

和
わ

都
と

市
し

宣
せんげん

言
私
わたし

たちは生
い

きている。

おおくの人
ひと

々
びと

が、それぞれの習
しゅうかん

慣や宗
しゅうきょう

教をもち

様
さま

々
ざま

な考
かんが

え方
かた

と、異
こと

なる環
かんきょう

境の下
もと

で生
せいかつ

活している

この地
ち

球
きゅう

で

私
わたし

たちは持
も

っている。

この地
ち

球
きゅう

上
じょう

で、健
けんこう

康で幸
しあわ

せな生
せいかつ

活をする権
けん

利
り

を

異
こと

なる考
かんが

え方
かた

の人
ひと

々
びと

を差
さ

別
べつ

しない義
ぎ

務
む

を

私
わたし

たちは知
し

っている。

おおくの人
ひと

々
びと

が、今
いま

なお戦
せんそう

争で傷
きず

つき命
いのち

を失
うしな

って

いることを

住
す

みなれた平
へい

和
わ

な生
せいかつ

活の場
ば

を追
お

われて飢
う

えている

ことを

私
わたし

たちは訴
うった

える。

必
ひつよう

要なのは笑
え

顔
がお

での話
はな

し合
あ

いであることを

必
ひつよう

要なのは人
じんるい

類愛
あい

と思
おも

いやりであることを

私
わたし

たちは宣
せんげん

言する。

あらゆる人
ひと

を傷
きず

つける地
じ

雷
らい

や武
ぶ

器
き

をなくすことを

あらゆるものの破
は

滅
めつ

を招
まね

く核
かく

兵
へい

器
き

をなくすことを

地
ち

球
きゅう

上
じょう

から戦
せんそう

争をなくすことを

私
わたし

たち市
し

民
みん

のこの声
こえ

と願
ねが

いを

世
せ

界
かい

に広
ひろ

く訴
うった

えるために

非
ひ

核
かく

、平
へい

和
わ

都
と

市
し

　西東京市の宣
せんげん

言とする。

　市たん生
じょう

１周
しゅうねん

年にあたる平
へい

成
せい

14年1月21日「非
ひ

核
かく

・平
へい

和
わ

都
と し

市宣
せんげん

言」

を制
せいてい

定しました。４月12日は、「西東京平和の日」です。

平
へい

成
せい

13年1月21日、田
た

無
なし

市と保
ほう

谷
や

市が合
がっぺい

併し、新しく「西東京市」とな

りました。

合
がっぺい

併して、人ロは約
やく

18万人、市の面
めんせき

積も武
む

蔵
さし

野
の

市や三
み

鷹
たか

市と同じくらい

の大きさの市となりました。

市の地
ち

形
けい

は、保
ほう

谷
や

市が田
た

無
なし

市を両
りょう

うででつつみこむようになっており、

通
つうきん

勤、通
つうがく

学、買
か

い物
もの

などは両
りょう

市
し

をまたがって行われていました。合
がっぺい

併により、

ほぼ長方形に近い地
ち

形
けい

となりました。

合
がっぺい

併については、昭
しょう

和
わ

29年、35年、40年に、田
た

無
なし

町、保
ほう

谷
や

町などで話し

合いが行われました。しかし合
がっぺい

併するということにはなりませんでした。

昭
しょう

和
わ

42年1月1日には2つの町は、それぞれ田
た

無
なし

市、保
ほう

谷
や

市となりました。

平
へい

成
せい

5年に、田
た

無
なし

市、保
ほう

谷
や

市で合
がっぺい

併に向
む

けての話し合いが再
ふたた

び始まりました。

平
へい

成
せい

11年に市の名前をぼ集
しゅう

し、平
へい

成
せい

12年7月30日には両
りょうし

市民
みん

の合
がっぺい

併に向
む

け

ての考えを聞く調
ちょうさ

査も行われました。

その後、合
がっぺい

併の手
て

続
つづ

きが進められ、平
へい

成
せい

13年1月21日、東京都に「西東京市」

がたんじょうしました。

西東京市のたんじょう
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西東京市の木
き

・花
はな

西東京市子ども条
じょう

例
れい

平
へい

成
せい

16年1月21日制
せいてい

定

市の木、市の花は自
し

然
ぜん

とみどりある、うるおいのあるまちづく

りをめざすシンボルとして、指定しました。

平成30年10月１日に、「西東京市子ども条
じょうれい

例」が施
し

行
こう

されました。

この条
じょうれい

例は、今と未
み

来
らい

を生きる全ての子どもが健
すこ

やかに育つ環
かんきょう

境を整
ととの

えるため、まち全
ぜん

体
たい

で子どもの育ちを支
ささ

えていくことを目
もく

的
てき

としてつくられたものです。

条
じょうれい

例には、子どもの育ちを支
ささ

える人たちの役
やく

割
わり

やその人たちへの支
し

援
えん

、子どもたちのため

に特
とく

に進めていきたい取
とり

組
くみ

、子どもの悩
なや

み事
ごと

や困
こま

り事
ごと

を相
そう

談
だん

できる仕
し

組
く

みをつくることなどが

示
しめ

されています。

条例…西東京市のきまり

施行…実
じっ

際
さい

に行うこと

コスモス

つつじけやき

〈市の木 キャラクター〉〈市の木 キャラクター〉〈市の木 キャラクター〉 〈市の花 キャラクター〉〈市の花 キャラクター〉〈市の花 キャラクター〉

すいせんひまわり

はなみずき
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◆
西
東
京
市
の
う
つ
り
か
わ
り

今
か
ら

年ね
ん

　
　
号ご

う

で
き
ご
と

東
京
の
で
き
ご
と

学
校
が
で
き
る

お
よ
そ
三
〇
〇
〇
〇
年
前

お
よ
そ
一
二
〇
〇
〇
年
前

お
よ
そ
五
〇
〇
〇
年
前

下し
た

野の

谷や

遺
跡
な
ど
で
人
の
活
動
が
始
ま
る
（
旧
石
器
時
代
）。

縄
文
時
代
が
始
ま
る
。

下し
た

野の

谷や

遺
跡
に
大
き
な
集
落
が
で
き
る
。

人
の
活
動
が
始
ま
る
。（
旧
石
器
時
代
）

縄
文
時
代
が
始
ま
る
。

お
よ
そ
四
〇
〇
年
前

お
よ
そ
三
五
〇
年
前

お
よ
そ
三
〇
〇
年
前

承じ
ょ
う
お
う

応
３
年

元げ
ん
ろ
く禄

９
年

一
六
五
四
年

一
六
九
六
年

青
梅
街
道
が
で
き
る

玉
川
上
水
が
で
き
る
。

千
川
上
水
が
で
き
る
。

明
治
元
年

明
治
２
年

明
治
４
年

明
治
５
年

明
治
６
年

明
治
７
年

明
治
８
年

明
治
９
年

明
治
12
年

明
治
15
年

明
治
20
年

明
治
22
年

明
治
26
年

明
治
27
年

明
治
28
年

明
治
31
年

明
治
32
年

明
治
34
年

明
治
39
年

明
治
40
年

一
八
六
八
年

一
八
六
九
年

一
八
七
一
年

一
八
七
二
年

一
八
七
三
年

一
八
七
四
年

一
八
七
五
年

一
八
七
六
年

一
八
七
九
年

一
八
八
二
年

一
八
八
七
年

一
八
八
九
年

一
八
九
三
年

一
八
九
四
年

一
八
九
五
年

一
八
九
八
年

一
八
九
九
年

一
九
〇
一
年

一
九
〇
六
年

一
九
〇
七
年

保ほ
う

谷や

村
、
田
無
村
は
品し

な
が
わ
け
ん

川
県
に
入
る
。

保ほ
う

谷や

は
入い

る

間ま

県
に
入
る
。

小
学
校
を
つ
く
る
き
ま
り
（
学が

く
せ
い制

）
が
で
き
る
。

保ほ
う

谷や

は
熊く

ま
が
や谷

県
に
入
る
。

保ほ
う

谷や

は
埼
玉
県
に
入
る
。

田
無
村
が
田
無
町
に
な
る
。（
こ
の
頃
は
神か

な奈
川が

わ

県け
ん

に
入
っ
て
い
た
）

田
無
町
か
ら
中
野
行
き
の
駅え

き

馬
車
が
開か

い
つ
う通

す
る
。

こ
の
こ
ろ
境

さ
か
い

新し
ん
ど
う道

が
で
き
、
駅
馬
車
が
開か

い
つ
う通

す
る
。

田
無
町
は
神か

な奈
川が

わ

県け
ん

か
ら
東
京
府ふ

に
入
る
。

府ふ
ち
ゅ
う中

警け
い
さ
つ察

田
無
分ぶ

ん
し
ょ署

（
今
の
田
無
警け

い
さ
つ
し
ょ

察
署
）
が
で
き
る
。

田
無
か
ら
武む

さ

し蔵
境さ

か
いに

乗の
り
あ
い合

自
動
車
が
開か

い
つ
う通

す
る
。

保ほ
う

谷や

村
は
東
京
府ふ

北き
た

多た

ま摩
郡ぐ

ん

に
入
る
。

江え

ど戸
を
東
京
と
よ
び
首し

ゅ

都と

と
な
る
。

東
京
（
新
橋
）
と
横よ

こ
は
ま浜

の
間
を
汽き

車し
ゃ

が
走
る
。

上
野
動
物
園
が
開
か
れ
る
。

東
京
に
は
じ
め
て
電
灯
が
つ
く
。

甲こ
う

武ぶ

鉄
道
（
今
の
Ｊ

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

Ｒ
中
央
線
）
が
、
新

し
ん
じ
ゅ
く宿

と
八は

ち

王お
う

子じ

の
間
に
開か

い
つ
う通

し
、
武む

さ

し蔵
境さ

か
い駅

が
で
き
る
。

青お

う

め梅
線せ

ん

開か
い
つ
う通

。

川か
わ
ご
え越

鉄て
つ
ど
う道

（
今
の
西せ

い

武ぶ

国こ
く

分ぶ
ん

寺じ

線
）
国
分
寺
︱
東 

村
山
開
通
。

川か
わ
ご
え越

鉄
道
、
川か

わ
ご
え越

ま
で
延

え
ん
ち
ょ
う

長
。

東
京
市
が
自じ

ち治
体た

い

と
な
り
、
市
長
を
お
く
。

淀よ
ど
ば
し橋

浄
じ
ょ
う
す
い
じ
ょ
う

水
場
完か

ん
せ
い成

・
玉
川
上
水
を
利
用
し
て
水
道

が
で
き
る
。

甲こ
う

武ぶ

鉄
道
が
国こ

く
て
つ鉄

中
央
線
と
な
る
。

真し
ん
せ
い城

学が
く
し
ゃ舎

（
田
無
小
学
校
）

上か
み

保ほ
う

谷や

学
校
（
保ほ

う

谷や

小
学
校
）

芳よ
し
た
に谷

学
校
（
保
谷
第
一
小
学
校
）

お
よ
そ
一
〇
〇
年
前

大
正
３
年

大
正
４
年

大
正
５
年

大
正
６
年

大
正
11
年

大
正
12
年

大
正
13
年

大
正
14
年

大
正
15
年

一
九
一
四
年

一
九
一
五
年

一
九
一
六
年

一
九
一
七
年

一
九
二
二
年

一
九
二
三
年

一
九
二
四
年

一
九
二
五
年

一
九
二
六
年

武む

さ

し蔵
野の

鉄
道
（
今
の
西
武
池

い
け
ぶ
く
ろ袋

線
）
池

い
け
ぶ
く
ろ

袋
と
飯は

ん
の
う能

間
に
汽き

車し
ゃ

が
通
り
、
保ほ

う

谷や

駅

が
で
き
る
。
田
無
に
電
燈
が
ひ
か
れ
る
。

関か
ん
と
う
だ
い
し
ん
さ
い

東
大
震
災
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.9
）

西
武
池

い
け
ぶ
く
ろ

袋
線
に
田
無
町
駅え

き
（
今
の
ひ
ば
り
ヶ
丘お

か

駅え
き

）
が
で
き
る
。

田
無
警け

い
さ
つ察

分ぶ
ん
し
ょ署

が
、
独ど

く
り
つ立

の
警け

い
さ
つ
し
ょ

察
署
に
な
る
。

東
京
駅え

き
し
ゃ舎

が
で
き
る
。

村
山
貯ち

ょ
す
い水

池ち

（
今
の
多た

ま

こ

摩
湖
）
の
工
事
が
始
ま
る
。

八は
ち

王お
う

子じ

市
が
で
き
る
。

武む

さ

し蔵
野の

鉄
通
に
電
車
が
通
る
。

東
京
の
死し

者し
ゃ

６
万
人
、
負ふ

し
ょ
う傷

者し
ゃ

４
万
人
、
行ゆ

く

え方
不ふ

明め
い

者し
ゃ

４
万
人
を
数
え
る
。

村
山
貯ち

ょ
す
い水

池ち

が
完
成
す
る
。

ラ
ジ
オ
放ほ

う
そ
う送

（
今
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
が
始
ま
る
。

お
よ
そ
九
〇
年
前

お
よ
そ
八
〇
年
前

昭
和
２
年

昭
和
３
年

昭
和
５
年

昭
和
６
年

昭
和
８
年

昭
和
９
年

昭
和
10
年

昭
和
11
年

昭
和
12
年

昭
和
13
年

昭
和
14
年

昭
和
15
年

昭
和
16
年

昭
和
18
年

昭
和
20
年

一
九
二
七
年

一
九
二
八
年

一
九
三
〇
年

一
九
三
一
年

一
九
三
三
年

一
九
三
四
年

一
九
三
五
年

一
九
三
六
年

一
九
三
七
年

一
九
三
八
年

一
九
三
九
年

一
九
四
〇
年

一
九
四
一
年

一
九
四
三
年

一
九
四
五
年

西
武
鉄
道
（
今
の
西
武
新
宿
線
）
が
で
き
、
上か

み

保ほ
う

谷や

駅
（
今
の
東
伏ふ

し

見み

駅え
き

）・
西
武

柳や
ぎ
さ
わ沢

駅え
き

・
田
無
駅え

き

が
で
き
る
。

昭
和
病
院
が
で
き
る
。

東
京
大
学
田
無
農の

う
じ
ょ
う

場
が
で
き
る
。

シ
チ
ズ
ン
時
計
工
場
が
で
き
る
。

東
町
に
民
族
学
博
物
館
設
置

豊ほ
う

和わ

重じ
ゅ
う
こ
う

工
田
無
工
場
（
今
の
石
川
島
播は

り

ま磨
工
場
）
が
で
き
る
。

中
島
飛ひ

行こ
う

機き

田
無
鋳

ち
ゅ
う
た
ん

鍛
工
場
（
今
の
住す

み
と
も友

重じ
ゅ
う
き
か
い

機
械
工
場
）
が
で
き
る
。

保ほ
う

谷や

村
が
保ほ

う

谷や

町
に
な
る
。

三
共
製せ

い
や
く薬

田
無
工
場
が
で
き
る
。

田
無
駅
前
な
ど
が
ば
く
げ
き
を
受
け
る
。

羽は
ね

田だ

空く
う
こ
う港

が
で
き
る
。

築つ
き

地じ

に
東
京
一
の
魚う

お

市い
ち

場ば

が
で
き
る
。

山
口
貯ち

ょ
す
い水

池ち

（
今
の
狭さ

や

ま山
湖こ

）
が
で
き
る
。

新
し
い
国こ

っ
か
い会

議ぎ

じ事
堂ど

う

が
で
き
る
。

日
中
戦
争
が
起
こ
る
。

小お

ご

う

ち

河
内
ダ
ム
建け

ん
せ
つ設

工
事
が
始
ま
る
。

東
京
港
が
で
き
る
。
太た

い
へ
い
よ
う
せ
ん
そ
う

平
洋
戦
争
が
始
ま
る
。

東
京
府ふ

が
東
京
都
と
な
る
。

東
京
が
大
空く

う
し
ゅ
う

襲
を
受
け
る
。

太た
い
へ
い
よ
う
せ
ん
そ
う

平
洋
戦
争
が
終
わ
る
。

保ほ
う

谷や

尋
じ
ん
じ
ょ
う常

高こ
う
と
う等

小
学
校
第
二
分ぶ

ん

教き
ょ
う

場じ
ょ
う（

保
谷
第
二
小
学
校
）

お
よ
そ
七
〇
年
前

お
よ
そ
六
〇
年
前

お
よ
そ
五
〇
年
前

お
よ
そ
四
〇
年
前

お
よ
そ
三
〇
年
前

昭
和
21
年

昭
和
22
年

昭
和
23
年

昭
和
24
年

昭
和
29
年

昭
和
30
年

昭
和
31
年

昭
和
32
年

昭
和
33
年

昭
和
34
年

昭
和
35
年

昭
和
36
年

昭
和
37
年

昭
和
38
年

昭
和
39
年

昭
和
41
年

昭
和
42
年

昭
和
43
年

昭
和
44
年

昭
和
45
年

昭
和
46
年

昭
和
47
年

昭
和
49
年

昭
和
50
年

昭
和
52
年

昭
和
53
年

昭
和
54
年

昭
和
55
年

昭
和
58
年

昭
和
59
年

昭
和
60
年

昭
和
63
年

一
九
四
六
年

一
九
四
七
年

一
九
四
八
年

一
九
四
九
年

一
九
五
四
年

一
九
五
五
年

一
九
五
六
年

一
九
五
七
年

一
九
五
八
年

一
九
五
九
年

一
九
六
〇
年

一
九
六
一
年

一
九
六
二
年

一
九
六
三
年

一
九
六
四
年

一
九
六
六
年

一
九
六
七
年

一
九
六
八
年

一
九
六
九
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
一
年

一
九
七
二
年

一
九
七
四
年

一
九
七
五
年

一
九
七
七
年

一
九
七
八
年

一
九
七
九
年

一
九
八
〇
年

一
九
八
三
年

一
九
八
四
年

一
九
八
五
年

一
九
八
八
年

武
蔵
野
消

し
ょ
う
ぼ
う
し
ょ

防
署
田
無
出

し
ゅ
っ
ち
ょ
う
じ
ょ

張
所
が
で
き
る
。

保ほ
う

谷や

に
都と

営え
い

住じ
ゅ
う
た
く

宅
が
で
き
る
。

保ほ
う

谷や

の
小
学
校
で
給
食
が
始
ま
る
。

田
無
町
農

の
う
ぎ
ょ
う
き
ょ
う
ど
う
く
み
あ
い

業
協
同
組
合
、
保
谷
町
農

の
う
ぎ
ょ
う
き
ょ
う
ど
う
く
み
あ
い

業
協
同
組
合
が
で
き
る
。

田
無
ゆ
う
便
局
が
今
の
場
所
に
う
つ
る
。

東
京
大
学
原げ

ん

子し

核か
く

研け
ん
き
ゅ
う
じ
ょ

究
所
が
で
き
る
。

柳や
ぎ
さ
わ沢

・
東
伏ふ

し

見み

公こ
う
だ
ん団

住じ
ゅ
う
た
く

宅
が
で
き
る
。

ひ
ば
り
が
丘お

か

公こ
う
だ
ん団

住じ
ゅ
う
た
く

宅
が
で
き
る
。

田
無
電で

ん
ぽ
う報

電で
ん

話わ

局き
ょ
くが

で
き
る
。

田
無
の
小
学
校
で
給

き
ゅ
う
し
ょ
く

食
が
始
ま
る
。

田
無
町

ち
ょ
う
え
い

営
水
道
の
給

き
ゅ
う
す
い

水
が
始
ま
る
。

保ほ
う

谷や

町
が
保ほ

う

谷や

市
、
田
無
町
が
田
無
市
に
な
る
。

保ほ
う

谷や

庁ち
ょ
う
し
ゃ

舎
が
で
き
る
。

保ほ
う

谷や

ゆ
う
便び

ん

局き
ょ
くが

で
き
る
。

今
の
田
無
庁ち

ょ
う
し
ゃ

舎
が
で
き
る
。

文ぶ
ん

理り

台だ
い

公
園
が
で
き
る
。

障し
ょ
う
が
い
し
ゃ
ふ
く
し

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

保ほ
う

谷や

消し
ょ
う
ぼ
う
し
ょ

防
署
が
で
き
る
。

東
京
に
、
今
の
23
区
が
お
か
れ
る
。

小お

ご

う

ち

河
内
ダ
ム
が
完か

ん
せ
い成

す
る
。

多た

ま摩
自し

ぜ

ん然
動
物
園
が
開
か
れ
る
。

柳り
ゅ
う
せ
ん
え
ん

泉
園
が
で
き
る
。

都
立
田
無
工
業
高
校
が
で
き
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
る
。

東と
う
か
い
ど
う
し
ん
か
ん
せ
ん

海
道
新
幹
線
が
新
大
阪
ま
で
開か

い
つ
う通

す
る
。

小お
が
さ
わ
ら

笠
原
諸し

ょ
と
う島

が
日
本
に
へ
ん
か
ん
さ
れ
る
。

都
立
保
谷
高
校
が
で
き
る
。

都
立
田
無
高
校
が
で
き
る
。

保ほ
う

谷や

第
一
小
学
校
と
保
谷
第
二
小

学
校
が
分ぶ

ん

教
き
ょ
う

場じ
ょ
うよ

り
独ど

く
り
つ立

す
る
。

田
無
中
学
校
（
田
無
第
一
中
学
校
）

保ほ
う

谷や

中
学
校

谷や

と戸
小
学
校

東
伏ふ

し

見み

小
学
校

田
無
第
二
中
学
校

中
原
小
学
校

向む
こ
う
だ
い

台
小
学
校

ひ
ば
り
が
丘お

か

中
学
校

田
無
第
三
中
学
校

碧へ
き
ざ
ん山

小
学
校

西
原
小
学
校

青せ
い
ら
ん嵐

中
学
校

芝し
ば

久く

ぼ保
小
学
校

栄さ
か
え小

学
校

泉い
ず
み小

学
校

谷や

と戸
第
二
小
学
校

柳や
ぎ
さ
わ沢

中
学
校

東
小
学
校

柳や
ぎ
さ
わ沢

小
学
校

田
無
第
四
中
学
校

上か
み

向む
こ
う
だ
い

台
小
学
校

明め
い
ほ
う保

中
学
校

本ほ
ん
ち
ょ
う

町
小
学
校

西
原
第
二
小
学
校

住す
み
よ
し吉

小
学
校

お
よ
そ
二
〇
年
前

平
成
元
年

平
成
２
年

平
成
６
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
13
年

平
成
23
年

平
成
27
年

平
成
30
年

一
九
八
九
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
四
年

一
九
九
八
年

一
九
九
九
年

二
〇
〇
一
年

二
〇
一
一
年

二
〇
一
五
年

二
〇
一
八
年

年ね
ん
ご
う号

が
平
成
に
な
る
。（
一
月
八
日
）

保ほ
う

谷や

市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

多た

ま摩
六ろ

く

都と

科か

学が
く

館か
ん

が
完か

ん
せ
い成

す
る
。

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
が
で
き
る
。

防ぼ
う
さ
い災

セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

田
無
市
と
保
谷
市
が
合が

っ
ぺ
い併

し
て
西
東
京
市
と
な
る
。

西
原
小
学
校
と
西
原
第
二
小
学
校
が
統と

う
ご
う合

さ
れ
、
け
や
き
小
学
校
と
な
る
。

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
る
。

下し
た

野の

谷や

遺
跡
が
国
の
史し

跡せ
き

に
指し

定て
い

さ
れ
る
。

泉
小
学
校
が
閉
校
と
な
り
、
住
吉
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
。

市
内
伏
見
通
り
が
全
線
開
通
す
る
。

西
東
京
市
子
ど
も
条
例
が
施
行
さ
れ
る
。

新し
ん
じ
ゅ
く

宿
に
新し

ん

都と
ち
ょ
う庁

舎し
ゃ

が
完か

ん
せ
い成

す
る
。

都
立
田
無
特
別
支
援
学
校
が
で
き
る
。

け
や
き
小
学
校

令
和
元
年

令
和
３
年

令
和
4
年

二
〇
一
九
年

二
〇
二
一
年

二
〇
二
二
年

年
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
な
る
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

保
谷
庁
舎
が
解
体
さ
れ
る
。




